
 

［Ⅰ］企画部事業報告 

 
第 １  不 動 産 登 記 業 務 対 策 事 業 （ 不 動 産 登 記 法 委 員 会 ）  

昨 年 度 の 当 会 重 点 事 業 （ 多 重 債 務 問 題 ・ 相 続 業 務 に 関 す る 広 報 強
化 ） を 受 け 、 主 に 相 続 登 記 関 連 業 務 に 関 す る 会 員 執 務 の 質 的 向 上 を
図 る た め の 研 究 を 行 い 、 相 続 登 記 業 務 の 依 頼 を 受 け る 際 の 留 意 事 項
（ 基 礎 的 な 聴 取 ・ 調 査 ・ 確 認 事 項 の 整 理 ） や 近 時 の 判 例 等 に 関 す る
研 修 会 を 実 施 し た 。  

事 業 計 画 で は 、 相 続 関 連 の 家 事 事 件 等 の 研 究 に も 取 り 組 む 予 定 で
あ っ た が 、 相 続 登 記 業 務 に お け る 検 討 事 項 の 広 範 ・ 多 様 性 か ら 研 究
に 多 く の 時 間 と 労 力 を 要 し た た め 、 そ れ ら の 研 究 事 項 に つ い て は 本
年 度 以 降 取 り 組 む こ と と し た い 。 ま た 、 立 会 業 務 、 オ ン ラ イ ン 申 請
利 用 促 進 、 債 権 ・ 動 産 譲 渡 登 記 等 に つ い て も 同 様 で あ る 。  

 な お 、オ ン ラ イ ン 申 請 利 用 促 進 に 関 し て は 、甲 号 申 請 に お け る「対
抗 要 件 の 早 期 取 得 」「 登 録 免 許 税 の 軽 減 」、 乙 号 申 請 に お け る 「 登 記
手 数 料 の 軽 減 」 と い う 国 民 の 権 利 及 び 利 益 の 保 護 に 直 結 す る も の で
あ る こ と か ら 、 会 員 各 位 の 積 極 的 利 用 を 今 後 も お 願 い し た い 。  

①  構 成 ： 長 橋 尚 臣 、 清 水 良 治 、 柿 木 一 志 、 宮 村 尚 志 、 加 藤 雅 史  
（ 担 当 理 事 ： 舟 元 英 一 、 斉 藤 隆 志 ）  

②  活 動 ： 委 員 会 ６ 回 （ 8/18、 10/13、 12/3、 1/19、 2/18、 3/11）  
研修会（ 3/20：地 場産）  

③  支 出：旅 費 日 当  金 １ ６ ０ ，８ ６ ０ 円（ 予 算 ２ ５ ０ ，０ ０ ０ 円 ）
     事  業  費  金       ０円（ 予 算  ５ ０ ，０ ０ ０ 円 ）

 
 
第 ２  商 業 法 人 登 記 業 務 対 策 事 業 （ 企 業 法 務 委 員 会 ）  

 事 業 承 継 問 題 へ の 取 組 み を 継 続 し 、平 成 ２ ０ 年 １ ０ 月 １ 日 施 行（遺
留 分 特 例 は 平 成 ２ １ 年 ３ 月 １ 日 施 行 ） の 「 経 営 承 継 円 滑 化 法 」 の 活
用 お よ び 総 合 的 な 事 業 承 継 計 画 の 作 成 に つ い て 研 究 し た 。  

 委 員 会 で は 、 以 前 の 研 修 会 等 で の 成 果 を 踏 ま え 、 具 体 的 な 事 業 承
継 事 例 に 取 り 組 む た め に 、 全 国 青 年 司 法 書 士 協 議 会 が 主 催 す る 「 企
業 支 援 コ ン ペ テ ィ シ ョ ン 」 に 参 加 し た 。  

 同 コ ン ペ は 、 各 参 加 チ ー ム が 具 体 的 な 事 例 （ 想 定 事 例 ） に つ い て
の 事 業 承 継 計 画 を 作 成 ・ 提 案 （ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ） し て 、 そ れ に
対 す る 評 価 採 点 が な さ れ る と い う 形 式 に よ っ て 行 わ れ た 。  

 具 体 的 に は 、 当 該 事 例 に お け る 財 務 分 析 や 、 当 事 者 （ 関 係 者 、 協
力 者 を 含 む 。）へ の ヒ ア リ ン グ な ど に よ っ て 、対 象 企 業 を 詳 細 に 分 析



し 、 顕 在 ・ 潜 在 し て い る 問 題 点 へ の 対 応 を 検 討 し て 、 後 継 者 へ の 資
本 と 経 営 の 承 継 計 画 案 を 策 定 す る も の で あ り 、 財 務 ・ 税 務 も 含 め た
総 合 的 な 知 識 が 要 求 さ れ る と 同 時 に 、 多 大 な 時 間 と 労 力 が 必 要 と さ
れ る も の で あ っ た 。  

 上 記 の 取 組 み を 通 じ て 、 事 業 承 継 問 題 の 研 究 に つ き 一 定 の 成 果 を
得 る こ と が で き た も の の 、 一 方 で 司 法 書 士 と し て 同 問 題 へ ど の よ う
に （ ど の 程 度 ） 関 与 で き る の か と い う 根 本 的 な 課 題 に つ い て も 検 討
す べ き と の 認 識 に 至 っ た 。  

 な お 、 昨 年 度 は 事 業 承 継 問 題 に 関 す る 研 修 会 を 開 催 で き な か っ た
が 、 今 後 も 司 法 書 士 と し て の 事 業 承 継 問 題 へ の 関 与 の 在 り 方 も 含 め
て 検 討 し 、 そ の 研 究 成 果 を 会 員 の 執 務 に 活 か せ る も の と し た い 。  

①  構 成 ： 皆 川 容 德 、 唐 澤 正 、 森 欣 史 （ 担 当 理 事 ： 斉 藤 隆 志 ）  

②  活 動 ： 委 員 会 ４ 回 （ 6/12、 6/26、 7/10、 7/14）  
     企業承 継 コ ン ペ （ 7/18 名 古 屋 ）   
     中小企 業 支 援 機 構 主 催 事 業 へ の 参 加  

（ 8/21 事 業 承 継 フ ォ ー ラ ム ： 地 場 産 ）  
     （ 10/28 研 修 会 ： 地 場 産 ）  

③  支 出：旅 費 日 当  金 ２ １ ９ ，１ ７ ９ 円（ 予 算 ２ ５ ０ ，０ ０ ０ 円 ）
     事  業  費  金       ０円（ 予 算  ５ ０ ，０ ０ ０ 円 ）

 
 
第 ３  多 重 債 務 対 策 事 業 （ 多 重 債 務 対 策 委 員 会 ）  

多 重 債 務 問 題 に 対 し て は 、 従 来 か ら の 継 続 事 業 と し て 、 多 重 債 務
に 悩 む 県 民 の 掘 り 起 こ し 等 の た め に 自 治 体 そ の 他 関 係 諸 団 体 と の 連
携 構 築 を 図 り 、 ま た 社 会 問 題 で も あ る 「 貧 困 、 格 差 、 自 殺 」 問 題 へ
も 取 り 組 む べ く 、 各 機 関 の 研 修 会 や 会 議 等 に 積 極 的 に 参 加 し た 。  

こ の ほ か 、年 末 の「 ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス デ イ 」や 、年 度 末 の「 多
重 債 務 と こ こ ろ の 健 康 相 談 会 」 へ 相 談 員 を 派 遣 し た 。 現 在 多 く の 団
体 に 司 法 書 士 の 存 在 が 認 知 さ れ て き た と い え る が 、 当 会 と し て は 関
係 諸 団 体 と の さ ら な る 緊 密 な 連 携 構 築 を 図 り 、 よ り 積 極 的 に 多 重 債
務 問 題 の 解 決 に 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 え る 。  

対 内 研 修 事 業 に つ い て は 、 過 払 訴 訟 に お け る 論 点 研 修 会 を 開 催 し
た ほ か 、 多 重 債 務 基 礎 講 座 （ Ｄ Ｖ Ｄ 研 修 ） を ７ 回 シ リ ー ズ で 開 催 し
た。  

昨 年 度 は 、 実 務 の ノ ウ ハ ウ 以 前 に 、 多 重 債 務 問 題 へ 取 り 組 む 意 義
を 会 員 全 体 が 再 認 識 す べ き 必 要 性 が 特 に 感 じ ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 生 活 困 窮 者 な ど 生 活 保 護 （ 社 会 保 障 制 度 ） の 利 用 を
必 要 と す る 相 談 者 が 増 加 し 、 ま た 多 重 債 務 ・ 経 済 問 題 に 関 連 し た 依
存 症 ・ う つ ・ 自 殺 問 題 （ 自 殺 者 数 １ ２ 年 連 続 ３ 万 人 超 ） な ど も 社 会
問 題 と な っ て 久 し く 、 多 重 債 務 処 理 の み で の 関 わ り で は 生 活 再 建 が



果 た せ な い 事 案 が 増 加 傾 向 に あ る と 強 く 感 じ ら れ た 。  

こ う し た 現 状 に 対 し て は 、 政 府 策 定 の 多 重 債 務 問 題 改 善 プ ロ グ ラ
ム の 実 施 に よ る 相 談 窓 口 の 増 加 、 消 費 生 活 セ ン タ ー の 増 加 、 法 律 扶
助 制 度 の 改 善（ 生 活 保 護 レ ベ ル の 利 用 者 の 場 合 、原 則 償 還 免 除 ）や、
セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 貸 付 （ 生 活 福 祉 資 金 貸 付 等 ） の 改 善 （ 原 則 連 帯 保
証 人 不 要 等 ） 等 、 全 体 的 な 多 重 債 務 ・ 生 活 困 窮 か ら の 救 済 イ ン フ ラ
が 整 備 さ れ つ つ あ る 。  

し か し 、 現 状 の 生 活 保 護 は 利 用 し や す い 制 度 と は 言 い 難 く 、 ま た
司 法 書 士 側 に も 債 務 整 理 事 件 に お け る 処 理 遅 延 や 高 額 報 酬 等 の 苦 情
が 散 見 さ れ 、 問 題 を 残 し て い る 。  

あ ら た め て「 身 近 な 法 律 家 」と い う 原 点 に 立 ち 返 り 、依 頼 者 の「 自
立 と 生 活 再 建 」 の た め に 我 々 司 法 書 士 が 支 援 で き る こ と 、 す べ き こ
と を 「 依 頼 者 本 位 」 の 姿 勢 で 行 う 必 要 が あ り 、 そ し て 自 殺 問 題 と の
関 わ り に お い て も 、 司 法 書 士 が 相 談 を 受 け る 際 の 対 応 の 重 要 性 も 認
識 す る に 至 っ た 。  

（ １ ） 委 員 会 に よ る 研 修 会 （ 過 払 論 点 、 8/8、 地 場 産 ）  

  活動 ： 委 員 会 ４ 回 （ 小 松 支 部 に 委 託 ）  
  構成 ： 橋 本 勝 寿 、 中 巳 出 恵 子 、 上 野 哲 男 、 中 尾 徳 克 、 上 村 岳 司

（ ２ ） Ｄ Ｖ Ｄ に よ る 研 修 会 （ 全 ７ 回 、 研 修 部 と 協 同 ）  

（ ３ ） 地 方 自 治 体 等 と の 連 携 に よ る 「 掘 り 起 こ し 」 の 推 進  

 ①  06/09 石 川 県 多 重 債 務 問 題 対 策 協 議 会  
 ②  07/30 金 沢 市 多 重 債 務 問 題 対 策 連 絡 協 議 会  
 ③  09/24 七 尾 市 多 重 債 務 問 題 庁 内 連 絡 協 議 会  

④  12/17 石川 県 多 重 債 務 問 題 対 策 協 議 会  

（ ４ ） 自 殺 予 防 対 策 （ 地 域 連 携 ）  

 ①  石 川 県 こ こ ろ の 健 康 セ ン タ ー と の 連 携  

ア  08/28 担当 者 と 協 議 、 同 セ ン タ ー 会 報 へ の 原 稿 掲 載  
  イ  10/09 セ ン タ ー 主 催 研 修 会 （ 依 存 症 ） へ の 参 加  

ウ  10/23 多重 債 務 問 題 の 支 援 に 関 す る 連 絡 会 議 へ 参 加  
  エ  12/10 セ ン タ ー 主 催 研 修 会 （ 自 殺 危 機 初 期 介 入 ）  

オ  03/28 多重 債 務 と こ こ ろ の 健 康 相 談 会  
（ 小 松 ア ル プ ラ ザ ）（ 相 談 ４ 件 ）  

 ②  石 川 県 と の 連 携  

  ア  11/16 県 （ 障 害 保 険 福 祉 課 ） 研 修 会  
（ 宮 城 県 栗 原 市 の 取 組 ） へ の 参 加  

  イ  12/25 ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス デ イ へ の 相 談 員 派 遣  
ハ ロ ー ワ ー ク 金 沢 に て （ 相 談 件 数 ３ ５ 件 ）  

ウ  03/02 石川 県 自 殺 対 策 協 議 会 へ 参 加  



 ③  石 川 産 業 保 健 推 進 セ ン タ ー  

ア  01/15 石川 産 業 保 健 推 進 セ ン タ ー 研 修 会 に 参 加  
       「 自 殺 予 防 の 基 礎 知 識 」 高 橋 祥 友 精 神 科 医  
  イ  02/03 石 川 県 産 業 保 健 推 進 セ ン タ ー  

（ メ ン タ ル ヘ ル ス セ ミ ナ ー ） に 出 席  

④  石 川 県 中 央 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

ア  01/27 自殺 対 策 地 域 連 絡 会 議 （ 白 山 ） に 出 席  
イ  03/18 自殺 対 策 地 域 連 絡 会 議 （ 津 幡 ） に 出 席  

⑤  石 川 県 社 会 福 祉 協 議 会  

ア  生 活 福 祉 資 金 貸 付 制 度 改 訂 （ 10/1） の 協 議  
イ  02/20 研修 会 （ セ ー フ テ ィ ネ ッ ト ） の 実 施  

  ウ  03/23 石 川 県 社 会 福 祉 協 議 会 の 相 談 会 へ の 対 応  

（ ５ ） 支 出  

旅 費 日 当  金 ２ ４ ４ ， ５ ７ ５ 円 （ 予 算 ８ ７ ０ ， ０ ０ ０ 円 ）  
  事  業  費  金  ７３ ， ５ ４ ０ 円 （ 予 算 １ １ ０ ， ０ ０ ０ 円 ）  

 
 
第 ４  消 費 者 問 題 対 策 事 業 （ 消 費 者 委 員 会 ）  

改 正 特 定 商 取 引 法 ・ 割 賦 販 売 法 の 習 熟 を 掲 げ 、 検 討 し た 。  

委 員 会 で は 、 上 記 両 改 正 法 が 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 １ 日 施 行 さ れ る こ
と に 伴 い 、 研 修 会 を 行 う べ く 情 報 収 集 等 準 備 を 進 め て い た が 、 結 果
と し て 外 部 講 師 に よ る 研 修 会 を ２ 回 行 っ た 。  

①  構 成 ： 松 田 豊 （ 七 尾 ）、 達 秀 敏 、 鳥 木 隆 、 今 井 洋 一  
（ 担 当 理 事 ： 佐 々 木 善 基 ）  

②  活 動 ： 委 員 会 ２ 回 （ 7/23、 9/17）  
     経産省 の 全 国 説 明 会 （ 金 沢 会 場 9/16）へ の参加  
     研修会 企画（ 11/28：山 田 茂 樹 司 法 書 士 ： 地 場 産 ）  
          （ 12/19：池 本 誠 司 弁 護 士 ： 地 場 産 ）  

③  支 出：旅 費 日 当  金  ４ ２ ，０ ８ ０ 円（ 予 算 ２ ５ ０ ，０ ０ ０ 円 ）
     事  業  費  金       ０円（ 予 算  ５ ０ ，０ ０ ０ 円 ）

 
 

第 ５  そ の 他  

（ １ ） 企 画 部 会  

  ３ 回 （ 6/5、 11/2、 2/19）  



（ ２ ） 民 法 （ 債 権 法 ） 改 正 研 修 会  

9/26 13:00～ 17:00（鎌田 薫 教 授 、 水 産 会 館 ）  

（ ３ ） 支 出  

旅 費 日 当  金  ４ １ ， ８ ９ ０ 円 （ 予 算 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 ）  
  事  業  費  金       ０ 円（予算       ０円 ）  

 
 
 
事 業 費 合 計    ７ ３，５ ４ ０ 円（ 予 算   ２ ６ ０，０ ０ ０ 円 ） 

旅 費 日 当 合 計    ７ ０ ８ ，５ ８ ４ 円（ 予 算 １ ，７ ２ ０，０ ０ ０ 円 ） 

合     計    ７ ８ ２ ，１ ２ ４ 円（ 予 算 １，９ ８ ０，０ ０ ０ 円 ） 

 


